
令和２年度仁木町地域おこし協力隊活動報告書 

 

 

氏名 嶋倉健悟 活動年数       ２年 

活動目標 SNS を生かした地域発信 

活動内容 

 

〇YouTube による動画発信。 

今まで色々な動画を投稿していますが、果物狩りの動画や仁木町に農業バイトで

来た方へのインタビュー動画が特に人気です。何故人気になったのかなどの分析を

行い、今後の活動に活かしていきます。動画を見て仁木町に来てくれた方も数は少な

いですがいますので、これからも動画による発信を行っていきます。 

〇イベントで使用する映像制作。 

コロナの影響もあり、仁木町ではオンラインでイベントが開催され、そこで使用す

る映像制作を行いました。評価も高く、今後の活動での繋がりも出来たので、自分の

映像スキルがしっかりと評価されていると感じました。 

〇ライブ配信による情報発信 

前年度はYouTubeだけでなくライブ配信アプリを使用したリアルタイムでの発信

も行いました。動画による発信はどうしてもユーザーとのコミュニケーションにタ

イムラグが発生してしまうのですが、ライブ配信はタイムラグなしにユーザーとコ

ミュニケーションを測れるので、とても良い宣伝が出来たと思います。町の PR の１

つとして新たな道を１つ生み出せたと感じています。 

〇ドローン撮影 

ドローン撮影の技術取得により、仁木町の映像制作の幅が広がりました。仁木町に

は農園が多いので、空からの景色はとても綺麗です。町の PR のためにも今後は四季

を通して撮影を行っていこうと思います。 

自己評価 

●一年間の自己評価及び進捗状況 

YouTube のインプレッション数は約２７万、総再生回数は約２万回という結果と

なりました。数字としてはまだまだな結果ですが、今年度も引き続き発信を行ってい

きます。 

●活動初年度からの自己評価及び進捗状況 

映像未経験者という立場でしたが、町の動画を任されるようになり映像関係の仕

事も受けられるほどになりました。仁木町への定住がイメージ出来るようになり、さ

らなる促進を目指します。 

抱負 
映像制作者として活動していき仁木町での暮らしをこれからも発信していきたい

と思います。 

その他 特になし 
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↑銀山学園の地上絵をドローンで撮影 

↓農家さんでのトマト収穫の様子 



 

↑仁木小学校で夢についての授業を行いました 

  

 


